
令和７年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会
（会期：令和７年９月３日～10月９日）

議決した案件

【表決が分かれた議案名】

議案第103号　 東広島市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定に

ついて

議案第106号　東広島市庁舎駐車場設置及び管理条例の一部改正について

議決結果
●全会一致可決…21件　　●賛成多数可決…２件

表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 清新の会 創志会 市民クラブ 公明党 創生会 未来の風 真政
倶楽部

日
本
共
産
党

議員名

上
岡　

裕
明

大
下　

博
隆

田
坂　

武
文

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

上
田　
　

秀

向
井　

哲
浩

中
曽　

久
勝

岡
田　

育
三

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

小
池
恵
美
子

落
海　

直
哉

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

石
原　

賢
治

下
向
智
恵
子

原
田　

栄
二

坂
元
百
合
子

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

牧
尾　

良
二

鍋
島　

勢
理

木
村　

輝
江

鈴
木　

英
士

山
田　
　

学

宮
川　

誠
子

谷　
　

晴
美

議案第103号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第106号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対

議案の内訳
10月９日に議決された案件は除きます。

●市長提出議案…22件

　（条例案４件　予算案５件　承認案１件　同意案２件　諮問４件　その他６件）

●議長発議…１件　（議員派遣）

　議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、右のQRコードからご覧いただけます。
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令和７年第３回定例会　議案の概要

地
方
卸
売
市
場
「
東
広
島
流
通
セ
ン

タ
ー
」
の
敷
地
と
し
て
、
無
償
で
貸
し
付

け
て
い
る
東
広
島
市
の
財
産
で
あ
る
土

地
を
、
引
き
続
き
東
広
島
流
通
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
へ
無
償
で
貸
し
付
け
ま
す
。

○
所
在
地

東
広
島
市
八
本
松
東
二
丁
目
144
番
１

○
面
積

１
７
３
２
４
．
6
1
㎡

○
貸
付
期
間

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
13
年
３
月
31
日
ま
で

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

５
年
間
で
収
益
を
上
げ
、
土
地
代

を
支
払
っ
て
も
ら
う
方
向
に
も
っ
て

い
く
考
え
が
あ
る
の
か
。

Ａ

今
後
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
長
期

○
購
入
す
る
車
両

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
３
台

○
配
備
先

東
広
島
市
消
防
団
福
富
方
面
隊
福
富

西
分
団
、
黒
瀬
方
面
隊
中
黒
瀬
分
団

及
び
下
黒
瀬
分
団

○
取
得
価
格

３
４
２
１
万
１
９
２
５
円

○
契
約
の
相
手
方

中
下
モ
ー
タ
ー
ス
有
限
会
社

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

更
新
前
の
車
両
と
仕
様
の
変
更
は

あ
る
の
か
。

Ａ

更
新
前
の
車
両
は
運
転
席
、助
手
席

の
後
ろ
が
荷
台
と
な
っ
て
い
る
が
、今

回
の
車
両
は
５
人
乗
車
可
能
な
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
へ
と
変
更
し
て
い
る
。

収
支
計
画
の
中
で
収
支
の
改
善
の
余

地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

流
通
セ
ン
タ
ー
の
土
地
の
無
償
貸

付
け
に
つ
い
て
、
無
償
で
な
い
場
合

は
ど
の
ぐ
ら
い
の
金
額
に
な
る
の
か
。

Ａ

本
市
の
行
政
財
産
貸
付
基
準
を
用

い
て
使
用
料
を
算
定
し
た
場
合
、
年

額
２
１
８
３
万
３
０
０
０
円
程
度
と

試
算
し
て
い
る
。

Ｑ

昨
年
に
比
べ
て
１
台
当
た
り
の
単

価
が
高
い
が
、
価
格
の
違
い
は
何
か
。

Ａ

安
全
基
準
の
厳
格
化
に
伴
い
車
両

価
格
が
上
が
っ
た
こ
と
と
、
資
機
材

の
価
格
が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

〈
議
案
第
99
号
〉

東
広
島
流
通
セ
ン
タ
ー
へ
の

土
地
の
無
償
貸
付
を
継
続
し
ま
す

〈
議
案
第
98
号
〉

消
防
用
車
両
を
購
入
し
ま
す

小型動力ポンプ付積載車

東広島流通センター
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令和７年第３回定例会　議案の概要

○
工
事
の
内
容

黒
瀬
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
舞
台
音

響
設
備
等
の
改
修
に
係
る
電
気
設
備

工
事
一
式

○
契
約
の
方
法

※
随
意
契
約

○
契
約
金
額

１
億
６
９
４
０
万
円

○
契
約
の
相
手
方

株
式
会
社
プ
ロ
テ
ッ
ク

○
工
期

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

令
和
８
年
４
月
15
日
ま
で

【
随
意
契
約
と
す
る
理
由
】

舞
台
音
響
設
備
等
の
改
修
工
事
は

専
門
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
技
術
者

不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
複
数
の
応

札
者
が
な
く
、
３
度
入
札
不
調
と
な

○
変
更
の
内
容

契
約
金
額
を
4
9
1
万
７
０
０
０

円
増
額
し
、
１
億
６
０
０
１
万
７
０

０
０
円
と
し
ま
す
。

○
増
額
の
主
な
内
容

連
絡
橋
の
塗
装
の
仕
様
を
一
般
塗

装
か
ら
重
防
食
塗
装
へ
変
更
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

当
初
契
約
で
は
な
く
、
今
回
変
更

す
る
こ
と
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

Ａ

今
回
新
設
す
る
連
絡
橋
は
、
浮ふ
か
ん函

の
更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
塗
装
し
直

す
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
が
、
調
査

の
結
果
、
浮
函
の
本
体
に
大
き
な
損

傷
が
な
く
長
く
使
え
る
こ
と
が
判
明

し
た
た
め
、
耐
用
年
数
の
長
い
塗
装

に
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

り
ま
し
た
。
こ
の
工
事
は
、
建
築
工

事
・
機
械
工
事
・
電
気
工
事
の
３
つ

に
分
離
し
て
発
注
し
た
黒
瀬
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
改
修
工
事
の

う
ち
、
電
気
工
事
の
部
分
で
あ
り
、

す
で
に
建
築
工
事
や
機
械
工
事
な
ど

が
進
む
中
、
工
期
を
遅
ら
せ
な
い
た

め
に
は
、
こ
れ
以
上
入
札
を
行
う
時

間
的
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
入
札
で
唯
一
応
札

の
意
思
を
示
し
た
業
者
と
、
随
意
契

約
に
よ
り
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も

の
で
す
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

当
該
業
者
の
技
術
力
は
、
何
を
視

点
に
判
断
さ
れ
た
の
か
。

Ａ

電
気
通
信
工
事
業
の
Ａ
ラ
ン
ク
で

あ
り
、
か
つ
音
響
設
備
の
工
事
実
績

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

〈
議
案
第
114
号
〉

黒
瀬
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
舞
台
音
響
設
備
等

改
修
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
す

〈
議
案
第
101
号
〉

安
芸
津
桟
橋
連
絡
橋
改
築
工
事
の

請
負
契
約
を
変
更
し
ま
す

広域図詳細図

※随意契約　　国や地方公共団体などが競争入札によらずに任意（随意）で決定した相手と契約を
締結すること。市議会だより　2025.11 page.06



令和７年第３回定例会　議案の概要

○
条
例
の
名
称

東
広
島
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

○
制
定
の
理
由

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

新
た
に
市
の
認
可
事
業
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
た
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

（
通
称「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」）

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
も
の
で
す
。

○
条
例
の
内
容

事
業
者
や
職
員
に
対
す
る
義
務
と

し
て
、
安
全
計
画
の
策
定
等
、
職
員

の
一
般
的
条
件
、
虐
待
等
の
禁
止
、

衛
生
管
理
等
、
食
事
提
供
に
関
す
る

設
備
、
事
業
所
内
部
の
規
程
の
整
備

に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

○
施
行
期
日

令
和
７
年
10
月
１
日

【
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
】

保
育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
０
歳

６
ヶ
月
〜
満
３
歳
未
満
の
こ
ど
も
が
、

保
護
者
の
就
労
状
況
に
か
か
わ
ら
ず

一
定
の
時
間
の
枠
内
で
保
育
施
設
を

利
用
で
き
る
制
度
で
、
令
和
８
年
度

か
ら
全
国
で
本
格
実
施
予
定
で
す
。

東
広
島
市
で
は
、
実
際
の
運
用
に

お
け
る
課
題
を
整
理
し
円
滑
に
制
度

開
始
す
る
た
め
、
本
格
実
施
に
先
立

ち
、
令
和
７
年
10
月
か
ら
５
施
設
で

試
行
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
は
こ
ど
も
一
人
当
た
り

月
10
時
間
以
内
、
利
用
料
は
一
時
間

当
た
り
300
円
で
す
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
開
始

に
向
け
て
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ

国
の
制
度
の
う
ち
本
市
で
は
、
保

育
所
や
定
員
を
別
に
設
け
て
実
施
す

る
一
般
型
で
は
な
く
、
今
の
保
育
体

制
の
中
で
定
員
の
空
き
状
況
等
を
活

用
す
る
余
裕
活
用
型
を
採
用
し
て
い

る
。
試
行
段
階
で
は
あ
る
が
、
受
入

れ
の
際
に
は
子
ど
も
の
状
態
に
つ
い

て
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
な
ど
、
円

滑
な
制
度
開
始
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

Ｑ

３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
通
園
バ
ス

に
乗
る
こ
と
の
安
全
性
に
つ
い
て
は

議
論
さ
れ
た
の
か
。

Ａ

検
討
の
結
果
、
安
全
性
の
確
保
な

ど
の
観
点
か
ら
難
し
い
と
い
う
こ
と

で
公
立
に
つ
い
て
は
通
園
バ
ス
の
運

行
を
想
定
し
て
い
な
い
。
一
方
、
制

度
的
に
は
可
能
な
た
め
、
民
間
に
つ

い
て
は
通
園
バ
ス
等
を
運
行
す
る
希

望
が
あ
る
場
合
の
規
定
を
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。

委
員
会
で
の
主
な
自
由
討
議

意
見

キ
ャ
ン
セ
ル
規
定
に
つ
い
て
明

確
に
す
る
な
ど
、
施
設
側
に
も
安
心

し
て
こ
の
制
度
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
る
。

本
会
議
で
の
討
論

反
対

３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
通
園
バ

ス
を
利
用
で
き
る
こ
と
は
子
ど
も
自

身
は
も
と
よ
り
事
業
者
が
大
き
な
代

償
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛
成

今
後
の
全
域
で
の
制
度
実
施
に

向
け
、
保
護
者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

丁
寧
に
把
握
し
、
ま
た
保
育
現
場
に

お
け
る
実
践
的
な
知
見
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
将
来
的
な
制
度
の
円
滑
な

展
開
と
子
育
て
世
代
が
よ
り
安
心
し

て
利
用
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

〈
議
案
第
103
号
〉

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
の
実
施
の
た
め
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
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令和７年第３回定例会　議案の概要

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
の
不
足
額
給
付
や
、
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
物
価
高
騰
対
策
な
ど
に
要
す
る
経
費
を
追
加
す
る
た
め
、
総
額
に
７
億

６
６
５
９
万
６
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
１
０
８
４
億
５
１
３
５
万
７
千
円
と
す
る
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
107
号
〉

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

御
薗
宇
小
学
校
及
び
川
上
小
学
校

の
施
設
整
備
に
お
い
て
、
週
休
２
日

モ
デ
ル
工
事
の
導
入
に
よ
り
増
額
と

な
る
理
由
は
何
か
。

Ａ

工
事
・
作
業
の
調
整
や
工
程
の
見

直
し
が
必
要
に
な
り
、
仮
設
費
や
現

場
管
理
に
関
す
る
コ
ス
ト
が
増
額
す

る
た
め
で
あ
る
。

Ｑ

担
い
手
育
成
農
業
機
械
整
備
支
援

事
業
の
補
助
金
の
申
請
件
数
が
当
初

の
見
込
み
件
数
よ
り
増
加
し
た
要
因

は
何
か
。

Ａ

対
象
者
や
申
請
で
き
る
回
数
な
ど

の
要
件
の
緩
和
を
行
っ
た
こ
と
、
制

度
の
周
知
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
が
要

因
と
考
え
る
。

令和７年度一般会計補正予算（第３号）
補正額　７億6,659万６千円

【主な内容】

●住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業 １億9,843万２千円

　 令和６年度に実施した、定額減税しきれないと見込まれる方への調整給付

金に対する不足額給付が予想額を上回る見込みとなったため増額します。

●社会福祉施設等への物価高騰対策 5,744万８千円

　 物価高騰の影響を受けている社会福祉施設等に対し、安定的な福祉サービ

スの提供及び持続可能な運営を図るための支援を行います。

●週休２日モデル工事の試行 2,000万円

　 御薗宇小学校の増築工事などの『週休２日モデル工事の試行』により、経

費等の増加が見込まれるため、工事請負費を増額します。

●農業支援に関する補助金の増額 1,084万２千円

　 「地域グループ営農支援事業」及び「担い手育成農業機械整備支援事業」の

補助金申請件数が当初予算要求時の見込みを上回ったため、補助金を増額

します。

●インターナショナル・ワイン・チャレンジSAKE部門の東広島市開催

980万円

　 国際的な日本酒審査会として影響力のあるインターナショナル・ワイン・

チャレンジ（IWC）のSAKE部門を関係団体等と連携し東広島市で開催する

ことにより、「日本酒のまち東広島」としての認知度向上を図り、観光客誘

客や日本酒の販路拡大につなげます。

●地域（こども）食堂の食材費高騰支援 500万円

　 物価高騰の影響を受けている地域（こども）食堂の負担軽減を図るため、

各食堂に対して東広島市産米等の食材支援を行います。

市議会だより　2025.11 page.08


